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研究成果の概要（和文）：ストレスゲートウェイ(SG)反射病態モデルを用いて、ストレス依存的に高発現する5
種類の膜・可溶性分子を同定し、特異抗体の脳内投与でストレス依存性病態をほぼ完全に抑制することに成功し
た(US 17/271300, 特願2020-539659, EP19855524.5 特許出願中)。また、1種類の分子については、既にSG反射
病態を抑制できるモノクローナル抗体を樹立し、将来的な臨床応用に繋ぐ道を開いた。さらに、ケモジェネティ
クスを用いたSG反射の再現に加え、関節リウマチの左右対称性炎症を説明しうる遠隔炎症G反射の発見、および
ストレス依存的な中枢神経ループスの発症機序の一端も解明することができた。

研究成果の概要（英文）：With stress gateway (SG) reflex pathology model, we identified five membrane
 and soluble molecules induced in a stress-dependent manner, and succeeded in almost completely 
suppressing stress-dependent pathology by intracerebral administration of specific antibodies (US 
17/271300, JP application 2020-539659, EP19855524.5 patent pending). For one molecule, we have 
already established monoclonal antibodies, which can suppress the pathology, paving the way for 
future clinical applications. In addition to the reproduction of SG reflex using chemogenetics, we 
also newly discovered “remote inflammation G-reflex”, which could explain the mechanism of 
symmetric inflammation of rheumatoid arthritis, and clarified the molecular mechanism of 
neuropsychiatric systemic lupus erythematosus induced by stress.

研究分野：免疫学, 炎症学, 神経免疫学

キーワード： ゲートウェイ反射　IL-6アンプ　ストレス　自己反応性T細胞　関節リウマチ　中枢神経ループス　ケモ
ジェネティクス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通して、ストレス依存性病態の分子機構の一端の解明や、病態制御に関与する分子群を同定することに
成功した。今後、これら分子の病態形成機能を明らかにしつつ、ストレス依存的に末梢血中で産生が増強される
分子群を同定することで、疾患を早期に診断・治療できる新規のストレスマーカーや治療標的の開発が期待でき
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

我々は以前に、中枢神経抗原特異

的なT細胞によって生じる中枢神

経系炎症モデルを利用して、特異

的な神経回路の活性化が血液脳

関門を部位特異的に変容させ、病

態形成を誘導するゲートウェイ

(G)反射機構を発見した。また、軽

度ストレスによって誘導される

ストレス G 反射(図 1)では、スト

レス依存的に脳内の特定血管部

位に病原性 T細胞、および血中に

存在する他の免疫細胞が集積することで微小炎症が惹起され、これを契機として放出される ATP

が、上部消化管と心臓に投射する迷走神経を活性化して突然死が誘導された。本研究開発提案で

は、軽度ストレスがどのようにして血中の自己反応性 T 細胞と協調して臓器の機能不全を誘導

するのか、ストレス G反射という独自の視点から詳細に解析する。さらに、ヒト検体でもマウス

実験の結果を検証する。 

 

２．研究の目的 

心理や情動変化は様々な病態に関連する。しかし、その分子機序はほとんど明らかではない。本

研究提案では、研究代表者の独自の発見であるストレス G反射を応用して精神、心理状態と免疫

反応の関係を解明し、心理免疫学を創成することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1) 精神・心理変化から誘導される新規 G反射の同定 

(i) 遠隔炎症の分子機構の解明 

関節リウマチ，間質性肺炎，乾癬などの炎症性疾患で遠隔部位に多発性に生じる炎症病変の形成

には，神経系の関連が示唆されていたが，その詳細な分子機構は解明されていなかった。本研究

では、 炎症性サイトカインである IL-6 に依存して関節リウマチ様病態を呈する F759 マウスに

サイトカイン誘導関節炎を誘導した。F759 マウスは，IL-6 受容体の信号伝達分子である gp130 

に変異があり，IL-6 信号のネガティブフィードバック経路である SOCS3 が機能せずに、IL-6 信

号下で STAT3 シグナルが過剰となるマウスである。このマウスの足関節に炎症性サイトカイン

である IL-6 と IL-17A を投与すると，2週間以内に関節炎が誘導される。F759 マウスの片側ま

たは両側足関節にサイトカインを接種して関節内の炎症を誘導し，特定の感覚神経回路や脊髄

介在神経回路の遮断が左右足関節の炎症，左右感覚神経(後根神経節神経細胞)の活性化状態，脊

髄介在神経の活性化状態にどう影響するかを評価した。また，本神経回路に関係する神経伝達物

質を同定し，その受容体を阻害したときの左右の足関節での炎症，左右感覚神経(後根神経節神

経細胞)の活性化状態，脊髄介在神経の活性化状態を評価した。 さらに，同様の実験をより一般

的な関節リウマチモデルマウスであるコラーゲン誘導関節炎モデルでも検証した。  



 

 

(ii) 精神神経ループスの分子機構の解明 

全身性エリトマトーデス(SLE)は様々な臓器の障害を起こす代表的な自己免疫疾患である。とり

わけ、精神神経症状は重症度が高く、中でも気分障害、精神病、急性昏迷などのびまん性精神神

経症状を示す NPSLE は、背景に血管障害や血液脳関門の破綻、サイトカインや自己抗体の中枢神

経浸潤、中枢神経細胞障害などが想定されていたが、その詳細な発症機序の分子機構は不明であ

った。本研究では、マウスに 2週間の睡眠不足を誘導する睡眠不足ケージを用いて、SLE モデル

である MRL/lpr マウスに慢性的なストレス負荷をかけた。本実験で用いた睡眠不足による慢性

ストレスは比較的軽度なものであり、正常なマウスでは健康障害を引き起こさない。MRL/lpr マ

ウスはアポトーシス誘導受容体である Fas をコードする遺伝子 lpr に変異をもち、自己反応性

免疫細胞が増加することで、関節炎、腎炎、中枢神経障害などの全身性エリテマトーデス様症状

を示す。当該マウスでは、6-8 週齢で全身炎症が乏しい中でも、中枢神経障害が起きることが知

られており、本週齢のマウスを実験に用いた。MRL/lpr マウスと対照マウス群に先の慢性ストレ

スを負荷し、行動試験や行動変化に関わる脳領域の神経活性化、ミクログリア活性化、その遺伝

子発現や形態学的変化について評価した。また、病態に関与している液性因子を同定し、その中

和抗体や下流シグナル経路阻害薬を投与した時の行動試験、神経活性化・形態変化やミクログリ

アの活性化について評価した。さらに、びまん性精神神経症状の有無で分けた SLE 患者の髄液

において同定された液性因子濃度の測定に加えて、脳 MRI で関連する脳領域の体積を解析した。 

 

(2) 精神、心理に関連する神経核の人為的刺激にて誘導される G反射の解析 

ストレス応答を担う神経核である室傍核に、チロシンヒドロキシラーゼ (TH) プロモーター依

存的に興奮性 DREADD を発現する rAAV を接種し、4週間後にミエリン抗原特異的自己反応性 T細

胞を尾静脈より移入した。その後、一日に一度 clozapine N-oxide (CNO) あるいは

deschloroclozapine (DCZ) を腹腔内投与し、室傍核 TH 陽性神経細胞を人為的に活性化した。 

 

(3) ストレス依存的に発現変動する分子の同定 

ストレス G 反射をヒト検体において検証するに先立ち、ストレス G 反射モデルを利用してスト

レス依存的に発現変動する分子群の同定を試みた。微小炎症が起こるとされる脳内特定血管を

ストレス負荷２日後にレーザーマイクロダイセクションで採取し、RNAseq 解析に供試した。

C57BL/6 マウスに睡眠障害ストレスを誘導した後、ミエリン抗原特異的な CD4 T 細胞を移入、5

日後に当該マウスの頭部を麻酔下で定位装置に固定して脳内の特定血管（座標 AP -1.06 mm; ML 

1 mm; DV 2.25 mm）に、同定した各分子に対するポリクローナル抗体あるいはモノクローナル抗

体をマイクロインジェクションし、病態スコアを評価した。 

 

４．研究成果 

(1) 精神・心理変化から誘導される新規 G反射の同定 

(i) 遠隔炎症の分子機構の解明 (遠隔炎症 G反射の発見) 

F759 マウスの足関節にサイトカインを投与すると，血管内皮細胞や滑膜線維芽細胞などの非免

疫細胞で IL-6 アンプが活性化し，ATP が局所的に過剰産生された。ATP は ATP 受容体 P2RX7 を



 

 

介して血管内皮細胞や滑膜線維芽細胞など

でさらに IL-6 アンプを活性化させると同時

に，足関節に分布する感覚神経回路を活性化

させ，その活性化した神経回路は脊髄に接続

していることがわかった。具体的には，第 5

腰髄のプロエンケファリン陽性介在神経細

胞が活性化し，さらに下部胸髄のプロエンケ

ファリン陽性介在神経細胞も活性化した。続

いて，この介在神経回路の活性化は反対側の

感覚神経を活性化させ，最終的に，反対側の

足関節内で神経終末から逆行性に ATP が放

出され，血管内皮細胞や滑膜線維芽細胞で

IL-6 アンプの活性化が誘導されて，炎症が遠隔臓器である反対側の足関節に飛び火した。この

遠隔炎症は，足関節への P2RX7 阻害剤投与，感覚神経の切断，下部胸髄(T9-T13)の正中での切断

により阻害され，左右足関節での関節炎が改善した。さらに，コラーゲン誘導性関節炎マウスで

も同様の現象が認められた。これらの結果から，遠隔炎症ゲートウェイ反射(図２)は，様々な遠

隔炎症を引き起こす炎症性疾患に共通した分子機構であるものと結論付けた (文献１)。  

 

(ii) 精神神経ループスの分子機構の解明 

慢性ストレスは通常マウスの不安を増強

するが、対照マウス群とは反対に MRL/lpr

マウスでは不安がむしろ減少するという

脱抑制様行動を示すことがわかった。スト

レスは脳領域の腹側被蓋野を活性化し、そ

の神経投射先として内側前頭前皮質が知

られている。慢性ストレスは、その活性化

を低下させるものの、MRL/lpr マウスでは

強い神経活性化を示した。次に、内側前頭

前皮質の網羅的遺伝子発現解析を実施し

たところ、ミクログリア活性化遺伝子の発現が増加しており、髄液中の炎症性サイトカイン IL-

12/23p40 レベルが上昇していることがわかった。また、ミクログリア活性化・IL-12/23p40 産生

亢進、神経樹状突起スパインの増加が認められた。このストレス誘導性の変化は、脳室内への IL-

12/23p40 中和抗体の投与や下流シグナル分子である Tyk2 に対する阻害薬の投与によりキャン

セルされた。さらに、NPSLE 患者では IL-12/23p40 濃度は対照健常者やびまん性精神神経症状を

示さない SLE 患 者と比べて高値であり、内側前頭前皮質の萎縮もより高度であることがわかっ

た (図３; 文献 2)。  

 

(2) 精神、心理に関連する神経核の人為的刺激にて誘導される G反射の解析 

陰性対照の vehicle 投与群、CNO/DCZ 投与群ともに EAE 症状を呈した一方で、CNO/DCZ 投与群で

は潜血便が認められ、心臓では心筋の変性がみられた。また、海馬・側脳室・視床で囲まれる特

定血管周囲に CD4 陽性 T 細胞の浸潤が認められた。以上ケモジェネティクス法を用いた結果か



 

 

ら、ストレス G反射で報告した様に、室傍核 TH 陽性神経細胞の活性化により特定血管に血管ゲ

ートが形成されること、自己反応性 T細胞の浸潤・微小炎症が起点となって消化管出血・心不全

を引き起こすことが確認された。 

 

(3) ストレス依存的に発現変動する分子の同定 

RNAseq 解析により、脳内特定血管において睡眠障害ストレス依存的に発現が増加する５種類の

細胞内型、細胞膜型、あるいは可用型分子を同定した。また、ストレス G反射モデルに当該分子

に対する抗体を脳内局所投与したところ、臨床スコアは大幅に低下し、ストレス G反射病態を抑

制した (図４)。臨床スコアは数字が大きくなるほど脳脊髄炎の症状が深刻であることを表し、

０は異常症状が観察されない正常状態に、５は死亡に相当する。各試験群: N=3  
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infection model

量子と神経の力で病気の芽を摘む:　ムーンショット微小炎症制御プロジェクトとは

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第7回日本骨免疫学会

北海道大学認知症研究共同プロジェクト拠点スタートアップ講演会（招待講演）

第43回日本炎症・再生医学会（招待講演）

 ２．発表標題

第7回日本骨免疫学会（招待講演）

村上正晃

長谷部 理絵, 村上 薫, 北條 慎太郎, 田中 勇希, 村上 正晃

村上正晃

村上正晃

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ゲートウェイ反射による組織特異的炎症性疾患の制御機構

遠隔炎症ゲートウェイ反射：感覚神経－介在神経回路とATPによる遠隔部位での炎症誘導.

認知症の診断、治療を量子と神経から切り開く

ゲートウェイ反射による組織特異的炎症性疾患の誘導機構

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

名大医・生理研合同シンポ（招待講演）

"第59回日本生化学会北海道支部例会 日本生化学会北海道支部・日本生物物理学会北海道支部 合同シンポジウム"

"公益財団法人 喫煙科学研究財団 　第36回 令和3年度助成研究発表会"

リエゾンラボ炎症シンポジウム（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

北條慎太郎 ,下山修平, 田中勇希 ,渥美達也 ,上村大輔 ,村上正晃

田中勇希、北條慎太郎、村上正晃

村上正晃

村上正晃

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

"COVID-19サイトカインストームモデルの確立と その病態解析"

ゲートウェイ反射による炎症性疾患の制御

ゲートウェイ反射による炎症病態の制御

自己免疫疾患関連遺伝子 C8orf13 による病態誘導機構



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第102回北海道医学大会病理分科会・第55回北海道病理談話会

中外製薬講演～IL-6ベーシックセミナー（招待講演）

日本離床学会（招待講演）

第58回日本移植学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

堀田記世彦、岩原直也、高田祐輔、樋口はるか、辻隆裕、Ivy Rosales、村上正晃、Robert Colvin、篠原信雄

久保田晋平、長谷部理絵、村上薫、田中勇希、村上正晃

村上正晃

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

腎移植患者における慢性抗体関連型拒絶反応の早期診断法の開発の取り組み

ゲートウェイ反射による組織特異的な炎症性疾患の誘導機構

神経ー免疫機能連関におけるIL-6アンプとゲートウェイ反射の役割

寝たきりの真犯人「炎症」を極める～炎症性サイトカインと免疫細胞の新知識～

 １．発表者名

 １．発表者名
村上正晃

 ３．学会等名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

第51回日本免疫学会学術集会
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第51回日本免疫学会学術集会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Yuki Tanaka、Nobuya Abe、Masato Tarumi、Rie Hasebe、Tatsuya Atsumi、Masaaki Murakami

Shintaro Hojyo, Shuhei Shimoyama, Yuki Tanaka, Tatsuya Atsumi, Daisuke Kamimura, Masaaki Murakami

村上正晃

村上正晃

 ３．学会等名

量子生命科学会第4回大会（招待講演）

第37回日本生体磁気学会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Pathogenic neuropsychiatric effect of stress-induced microglial interleukin 12/23 axis in SLE

Mechanisms of pathogenesis induced by autoimmune disease-associated gene C8orf13

量子技術と神経回路で病気の芽を診て摘む:ムーンショット微小炎症制御プロジェクト

量子と神経の力で病気の芽を摘む:  ムーンショット微小炎症制御プロジェクトとは

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第7回日本骨免疫学会（招待講演）

北海道大学認知症研究共同プロジェクト拠点スタートアップ講演会

第43回日本炎症・再生医学会（招待講演）

リエゾンラボ炎症シンポジウム（招待講演）

村上正晃

村上正晃

村上正晃

 ２．発表標題

 ２．発表標題

村上正晃

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

認知症の診断、治療を量子と神経から切り開く

ゲートウェイ反射による組織特異的炎症性疾患の誘導機構

ゲートウェイ反射による炎症性疾患の制御
 ２．発表標題

ゲートウェイ反射による組織特異的炎症性疾患の制御機構

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本離床学会（招待講演）

NMOSD×IL-6 Link Seminar（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

村上正晃

村上正晃

村上正晃

村上正晃

名大医・生理研合同シンポ（招待講演）

中外製薬講演;IL-6ベーシックセミナー（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

神経炎症におけるIL-6アンプとゲートウエイ反射の役割

ゲートウェイ反射による炎症病態の制御

神経ー免疫機能連関におけるIL-6アンプとゲートウェイ反射の役割

寝たきりの真犯人「炎症」を極める～炎症性サイトカインと免疫細胞の新知識～

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第65回日本リウマチ学会総会・学術集会

第85回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会

阿部靖矢、奥健志、藤枝雄一郎、狩野皓平、河野通仁、加藤将、田中勇希、村上正晃、渥美達也

Yuki Tanaka, Madoka Higuchi, Kumiko Tanaka, Daisuke Kamimura, Masaaki Murakami

長谷部 理絵, 田中 勇希, 北條 慎太郎, 村上 正晃

内田萌菜、上村大輔、田中勇希、山崎剛士、村上正晃

第85回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会

第85回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ループスモデルマウスにおける慢性ストレス誘導性IL-12p40による精神神経病態への影響

代謝産物NTP1による慢性炎症抑制機構の解明

ATPによる感覚神経-介在神経回路の活性化は遠隔部位での炎症反応を誘導する

宇宙環境における炎症誘導の変化

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第85回日本インターフェロン・サイトカイン学術集会

第85回日本インターフェロン・サイトカイン学術集会（招待講演）

第85回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会

日本生化学会東北支部第87回例会・シンポジウム（招待講演）

村上正晃

北條慎太郎, 下山修平, 田中勇希, 渥美達也, 上村大輔, 村上正晃

村上正晃

 ２．発表標題

 ２．発表標題

村上薫、阿部靖矢、山本励志、Jing-Jing Jiang, 長谷部理恵、上村大輔、田中勇希、村上正晃

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ゲートウェイ反射による組織特異的な炎症病態の制御

自己免疫疾患関連遺伝子C8orf13によるIL-6アンプを介した病態誘導機構

ゲートウェイ反射による組織特異的な炎症疾患の制御
 ２．発表標題

紅色非硫黄細菌LPSによる免疫活性化作用

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回 日本神経科学大会（招待講演）

第57回大阪小児先進医療研究会セミナー（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

村上正晃

村上正晃

北條慎太郎, 田中くみ子, 田中勇希, 長谷部理絵, 内田萌菜, 村上正晃

村上正晃

小児分子内分泌研究会（招待講演）

第42回日本炎症・再生医学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

~ゲートウェイ反射と炎症反射の神経モジュレーション法の医療応用の可能性~

IL-6アンプとゲートウェイ反射による炎症性疾患の誘導機構

ストレス依存性SARS-CoV-2感染マウスモデルを用いたCOVID-19病態機序の解明

自己反応性T細胞の中枢神経系への侵入口形成の制御機構であるゲートウェイ反射による中枢炎症の誘導 (Gateway Reflex, which
Establishes the Gateways for Autoreactive T cells in the Blood-Barriers)

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第165回日本獣医学会学術集会

一般社団法人量子生命科学第3回大会

Teoh Yong Bin

北條慎太郎, 長谷部理絵, 田中くみ子, 田中勇希, 内田萌菜, 村上正晃

Yuki Tanaka, Mitsutoshi Ota, Ikuma Nakagawa, Jing-Jing Jiang, Yasunobu Arima, Daisuke Kamimura, Tomohiro Onodera, Norimasa
Iwasaki, Masaaki Murakami

長谷部 理絵, 阿部 靖矢, 北條 慎太郎, 田中 勇希, 上村 大輔, 村上 正晃

一般社団法人量子生命科学第3回大会

一般社団法人量子生命科学第3回大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Identification of pathogenic Single Nucleotide Polymorphisms (SNP) in Inflammatory Colorectal Polyp (ICRP) of Miniature
Dachshunds

新規COVID-19マウスモデルを用いた疾患重症化の分子機構解明の試み

TMEM147はIL-6アンプの活性化を介して関節炎の増悪に寄与する

慢性ストレスは神経ループスにおいてミクログリアのIL-12/23経路を活性化し、内側前頭前野の機能障害を誘導する

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

一般社団法人量子生命科学第3回大会

一般社団法人量子生命科学第3回大会

一般社団法人量子生命科学第3回大会

一般社団法人量子生命科学第3回大会

木田博朗、松井雄一郎、高橋郁子、岩崎倫政、村上正晃

田中くみ子 、下山修平 、田中勇希 、渥美達也、上村大輔 、村上正晃

山本励志

 ２．発表標題

 ２．発表標題

内田萌菜、Andrea Stofkova、上村大輔、大木拓究人、太田光俊、有馬康伸、村上正晃

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Dupuytren拘縮における疾患関連SNPsと炎症誘導機構の関係性の解析

炎症性疾患におけるC8orf13のIL-6アンプ調節機構

加齢が中枢神経系炎症に及ぼす影響
 ２．発表標題

明るい光による免疫細胞の網膜浸潤抑制メカニズムの解明

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第17回Bone Biology Forum（招待講演）

he 19th Awaji International Forum on Infection andImmunity / The Neo-Virology Symposium（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

村上正晃

北條慎太郎, 下山修平, 田中勇希, 渥美達也, 上村大輔, 村上正晃

村上薫、阿部靖矢、山本励志、Jing-Jing Jiang, 長谷部理恵、上村大輔、田中勇希、村上正晃

村上正晃

第54回北海道病理談話会

第54回北海道病理談話会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

"Gateway Reflex, a molecular mechanism how to establish gateways for autoreac tive CD4+ T cells in blood barriers via
specific neural activation"

炎症病態誘導における自己免疫疾患関連遺伝子C8orf13の役割

紅色非硫黄細菌LPSによる免疫活性化作用、抗がん、抗ウイルス作用について

Mechanism of tissue specific autoimmune diseases via Gateway Reflex/ゲートウェイ反射による組織特異的自己免疫疾患の誘導機序

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第7回北海道大学部局横断シンポジウム（招待講演）

第7回北海道大学部局横断シンポジウム（招待講演）

村上正晃

長谷部理絵

北條慎太郎, 下山修平, 田中勇希, 渥美達也, 村上正晃

田中勇希、奥山 裕子, 上村 大輔, 太田 光俊, 石井 直人, 村上正晃

第7回北海道大学部局横断シンポジウム

第7回北海道大学部局横断シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

微小炎症の超早期検出法と除去法開発による健康長寿社会の実現

Auクラスターを用いた透明化イメージングによる微小炎症の新規検出法の確立

自己免疫疾患関連遺伝子による炎症病態の誘導機構

Bmi1はSCF複合体を介してNFκBシグナル伝達経路を正に制御する

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第7回北海道大学部局横断シンポジウム

第7回北海道大学部局横断シンポジウム

第7回北海道大学部局横断シンポジウム（招待講演）

第7回北海道大学部局横断シンポジウム

山本励志、七分勇勝、長谷部理絵

古川龍太郎、ジャンジンジン、桒谷正城、坂本直哉、村上正晃

Teoh Yong Bin

 ２．発表標題

 ２．発表標題

内田萌菜、上村大輔、田中勇希、山崎剛士、村上正晃

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

老化に伴う病態重症化に関わる分子機構の量子技術による解明

内視鏡的逆行性胆管膵管造影後膵炎の発症にIL-6アンプを介して関与する遺伝子の解析

ミニチュアダックスフンドに好発する炎症性直腸ポリープ関連リスクアリルの同定およびそのIL-6アンプ制御機構の解明
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